
自然災害などの複合災害で想定される実動組織の活動例

現地派遣要員の輸送車両の先導
避難住民の誘導・交通規制
避難指示の伝達
避難指示区域への立ち入り制限等

警察組織

避難行動要支援者の搬送の支援
傷病者の搬送
避難指示の伝達

消防組織

巡視船艇による住民避難の支援
緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ支援
漁船等への避難指示の伝達
海上における警戒活動

海上保安庁

緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ支援
被害状況の把握
避難の援助
人員及び物資の緊急輸送
緊急時のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ及び除染
人命救助のための通行不能道路の啓開作業

防衛省

 福井県、京都府、滋賀県と関係市町との調整を踏まえ、必要に応じ広域応援を実施。
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資料２ 

高浜地域における３府県合同訓練の実施体制について 

 

平成２８年２月１５日 

 

「高浜地域の緊急時対応」については、昨年１２月１６日に福井エリア地域

原子力防災協議会において確認され、同１８日に原子力防災会議において了承

されたところ。今後は、「高浜地域の緊急時対応」に基づく避難計画の実効性

の検証をするための訓練等を実施し、更なる避難計画の充実・強化を図ること

が必要。 

 ついては、高浜地域における３府県合同訓練の実施する上での、今後の体制等

について、以下のとおり整理する。 

 

１．訓練実施体制 

・訓練目的や訓練目標、実施項目、シナリオ等を議論する場として、福井エリ

ア地域原子力防災協議会作業部会の下に設置する「高浜分科会」を活用 

 

２．訓練実施時期 

・今後の議論を踏まえて設定 

 

３．訓練内容 

・県境を跨ぐ広域訓練を基本とし、今後、更なる詳細なシナリオを設定 
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